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（１）連結経営成績（累計） （％表示は、対前年同四半期増減率）

売上高 営業利益 経常利益
親会社株主に帰属する

四半期純利益

百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％

2024年３月期第２四半期 43,763 7.4 782 26.2 847 31.8 542 12.4

2023年３月期第２四半期 40,750 8.7 620 △11.4 642 △8.2 482 5.7

（注）包括利益　2024年３月期第２四半期 1,051百万円 （28.0％）　2023年３月期第２四半期 821百万円 （4.4％）

１株当たり
四半期純利益

潜在株式調整後
１株当たり

四半期純利益

円 銭 円 銭

2024年３月期第２四半期 33.65 －

2023年３月期第２四半期 29.66 －

総資産 純資産 自己資本比率

百万円 百万円 ％

2024年３月期第２四半期 67,236 37,700 56.1

2023年３月期 62,229 36,794 59.1

（参考）自己資本 　2024年３月期第２四半期 37,700百万円 　2023年３月期 36,794百万円

年間配当金

第１四半期末 第２四半期末 第３四半期末 期末 合計

円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭

2023年３月期 － 8.00 － 9.00 17.00

2024年３月期 － 10.00

2024年３月期（予想） － 15.00 25.00

（％表示は、対前期増減率）

売上高 営業利益 経常利益
親会社株主に帰属
する当期純利益

１株当たり
当期純利益

百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 円 銭

通期 87,400 6.1 1,220 － 1,300 667.8 570 17.4 35.05

１．2024年３月期第２四半期の連結業績（2023年４月１日～2023年９月30日）

（２）連結財政状態

２．配当の状況

（注）直近に公表されている配当予想からの修正の有無：無

３．2024年３月期の連結業績予想（2023年４月１日～2024年３月31日）

（注）直近に公表されている業績予想からの修正の有無：無



①　期末発行済株式数（自己株式を含む） 2024年３月期２Ｑ 16,476,000株 2023年３月期 16,476,000株

②  期末自己株式数 2024年３月期２Ｑ 350,623株 2023年３月期 350,578株

③  期中平均株式数（四半期累計） 2024年３月期２Ｑ 16,125,414株 2023年３月期２Ｑ 16,275,422株

※　注記事項

（１）当四半期連結累計期間における重要な子会社の異動（連結範囲の変更を伴う特定子会社の異動）：無

新規　　　－社、　　除外　　－社

（２）四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用：有

（注）詳細は、添付資料11ページ「２．四半期連結財務諸表及び主な注記（４）四半期連結財務諸表に関する注

記事項（四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用）」をご覧ください。

（３）会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示

①　会計基準等の改正に伴う会計方針の変更        ：無

②　①以外の会計方針の変更                      ：無

③　会計上の見積りの変更                        ：無

④　修正再表示                                  ：無

（４）発行済株式数（普通株式）

※　四半期決算短信は公認会計士又は監査法人の四半期レビューの対象外です

※　業績予想の適切な利用に関する説明、その他特記事項

（将来に関する記述等についてのご注意）

　本資料に記載されている業績見通し等の将来に関する記述は、当社が現在入手している情報及び合理的であると 

判断する一定の前提に基づいており、その達成を当社として約束する趣旨のものではありません。また、実際の業 

績等は様々な要因により大きく異なる可能性があります。

　なお、上記予想に関する事項は、添付資料５ページ「１．当四半期決算に関する定性的情報（３）連結業績予想

などの将来予測情報に関する説明」をご覧ください。

（四半期決算補足説明資料及び四半期決算説明会内容の入手方法）

　当社は、2023年11月22日（水）に機関投資家及びアナリスト向けに決算説明会を開催する予定です。

　この説明会で使用する資料は、開催日当日に当社ウェブサイトに掲載する予定です。
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１．当四半期決算に関する定性的情報

（１）経営成績に関する説明

　当第２四半期連結累計期間（2023年４月１日から2023年９月30日まで）におけるわが国の経済

は、新型コロナウイルス感染症の５類移行に伴い、飲食や旅行などのサービス消費やインバウンド

需要の回復が進みました。一方で、日米の金利格差による円安やウクライナ情勢長期化の影響な

ど、様々なリスクが払拭されず不確実性が残る状況が続いております。

　また、食用油や鶏卵価格は落ち着きを見せ始めてきておりますが、原材料価格は変わらず大きな

負担となっており、引き続き厳しい状況が続いております。

　このような事業環境の中、当社グループにおきましては、次の成長へ向けた中期経営計画

『KENKO Transformation Plan』の最終年度を迎えております。この中期経営計画は、前中期経営

計画のＣＳＶ経営の考え方を継続し、社会と企業の共存を目指すために「企業価値向上と持続的な

成長へ向けた変革」を基本方針とし、次の４つのテーマ及びサステナビリティ方針を軸に取組みを

進めております。

＜４つのテーマ＞

①ＢｔｏＢｔｏＣ

　消費者の皆様に当社を直接知っていただく機会を増やす

②イノベーション

　将来の地球環境を見据え、環境保全を意識した中からＮｅｗ ＫＥＮＫＯを創り出す

③構造改革

　基盤事業の成長を目指すための改革実行

④グローバル

　グローバル事業の基盤強化

＜サステナビリティ方針＞

　当社グループは、持続可能な社会の実現に向け、「環境」「社会」「健康」への貢献を指標とし

たサステナビリティ方針を定め、次の５つの重要課題に取り組んでおります。

　① 温室効果ガス　② 原料　③ 容器・包材　④ 健康　⑤ 人財
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　当第２四半期連結累計期間における売上高及び利益の概況は以下のとおりであります。

（売上高）

　売上高につきましては、経済活動が正常化に向かう中、観光地における外国人旅行者が増加した

ことなどの効果もあり、外食分野を中心に売上高の回復が進み、特にファストフード向け商品を中

心に売上が増加した結果、前年同四半期比で増収となりました。

（利益）

　利益につきましては、原材料価格やエネルギーコストの高騰に対して、前連結会計年度より進め

てまいりましたマヨネーズ類の価格改定が浸透したことに加えてタマゴ加工品及びサラダ・総菜類

の価格改定を実施したこと、また経費削減等の収益改善を進めたことにより前年同四半期比で増益

となりました。

　当第２四半期連結累計期間の経営成績は、連結売上高は43,763百万円（前年同四半期比3,013百

万円の増加、7.4％増）、連結営業利益は782百万円（前年同四半期比162百万円の増加、26.2％

増）、連結経常利益は847百万円（前年同四半期比204百万円の増加、31.8％増）、親会社株主に帰

属する四半期純利益は542百万円（前年同四半期比59百万円の増加、12.4％増）となりました。

　当第２四半期連結累計期間における各報告セグメントの状況は以下のとおりであります。

（調味料・加工食品事業）

　サラダ・総菜類につきましては、価格改定効果に加えて、主力商材であるポテト類やＢｔｏＢ

ｔｏＣ戦略の推進による小容量サラダの増加等により増収となりました。

　タマゴ加工品につきましては、高病原性鳥インフルエンザの全国規模での感染拡大に伴い、原

料の安定確保が難しいことから実施しておりました供給制限につきましては徐々に制限解除を進

めてまいりましたが、減収となりました。

　マヨネーズ・ドレッシング類につきましては、2022年10月から進めてまいりました更なる価格改

定の効果や量販店向けマヨネーズの増加等により増収となりました。

　この結果、当第２四半期連結累計期間におけるセグメント売上高は34,220百万円(前年同四半期

比2,568百万円の増加、8.1％増）、セグメント利益は392百万円(前年同四半期比117百万円の増

加、42.8％増）となりました。
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（総菜関連事業等）

　総菜関連事業等における経営環境は、量販店等の中食から外食へ需要が回帰する傾向にありまし

たが、価格改定の着実な実施や高単価品の開発・販売、また販売カテゴリー及び販売チャネルの拡

大等を進めたことにより、売上高が増加し、利益についても増益となりました。

　この結果、当第２四半期連結累計期間におけるセグメント売上高は9,090百万円（前年同四半期

比481百万円の増加、5.6％増）、セグメント利益は451百万円（前年同四半期比74百万円の増加、

19.8％増）となりました。

（２）財政状態に関する説明

①資産、負債及び純資産の状況

（資産）

　当第２四半期連結会計期間末における総資産は、67,236百万円（前連結会計年度比5,006百万円

の増加、8.0％増）となりました。これは主に売掛金が3,241百万円、現金及び預金が1,531百万円

増加したこと等によるものであります。

（負債）

　当第２四半期連結会計期間末における負債は、29,535百万円（前連結会計年度比4,100百万円の

増加、16.1％増）となりました。これは主に買掛金が3,624百万円、電子記録債務が440百万円増加

したこと等によるものであります。

（純資産）

　当第２四半期連結会計期間末における純資産は、37,700百万円（前連結会計年度比906百万円の

増加、2.5％増）となりました。

（自己資本比率）

　当第２四半期連結会計期間末における自己資本比率は、56.1％（前連結会計年度比3.0ポイント

減）となりました。
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②キャッシュ・フローの状況

　当第２四半期連結会計期間末における現金及び現金同等物（以下、「資金」という。）は、

13,820百万円（前連結会計年度末比1,531百万円の増加）となりました。当第２四半期連結累計期

間における各キャッシュ・フローの状況とそれらの要因は次のとおりであります。

（営業活動によるキャッシュ・フロー）

　営業活動の結果得られた資金は、3,157百万円（前年同四半期比837百万円の増加）となりまし

た。これは主に、増加要因として税金等調整前四半期純利益が847百万円、減価償却費が1,379百万

円、仕入債務の増減額が4,065百万円となった一方で、減少要因として売上債権の増減額が3,542百

万円となったこと等によるものであります。

（投資活動によるキャッシュ・フロー）

　投資活動の結果使用した資金は、427百万円（前年同四半期比233百万円の増加）となりました。

これは主に無形固定資産の取得による支出283百万円等によるものであります。

（財務活動によるキャッシュ・フロー）

　財務活動の結果使用した資金は、1,198百万円（前年同四半期比131百万円の減少）となりまし

た。これは主に長期借入金の返済による支出723百万円、割賦債務の返済による支出325百万円等に

よるものであります。

（３）連結業績予想などの将来予測情報に関する説明

　2023年５月15日に公表いたしました連結業績予想に変更はありません。
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(単位：百万円)

前連結会計年度
(2023年３月31日)

当第２四半期連結会計期間
(2023年９月30日)

資産の部

流動資産

現金及び預金 12,289 13,820

受取手形 65 366

売掛金 13,218 16,459

商品及び製品 2,514 2,614

仕掛品 15 10

原材料及び貯蔵品 1,092 1,481

その他 456 359

貸倒引当金 △0 △0

流動資産合計 29,651 35,112

固定資産

有形固定資産

建物及び構築物（純額） 10,688 10,344

機械装置及び運搬具（純額） 7,711 6,821

土地 6,021 6,021

建設仮勘定 0 0

その他（純額） 315 281

有形固定資産合計 24,738 23,469

無形固定資産 807 1,045

投資その他の資産

投資有価証券 5,582 6,296

繰延税金資産 178 100

その他 1,300 1,243

貸倒引当金 △30 △31

投資その他の資産合計 7,031 7,608

固定資産合計 32,577 32,123

資産合計 62,229 67,236

２．四半期連結財務諸表及び主な注記

（１）四半期連結貸借対照表
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(単位：百万円)

前連結会計年度
(2023年３月31日)

当第２四半期連結会計期間
(2023年９月30日)

負債の部

流動負債

買掛金 11,479 15,103

電子記録債務 845 1,286

１年内返済予定の長期借入金 1,144 719

未払法人税等 228 270

その他の引当金 456 417

その他 3,931 4,760

流動負債合計 18,087 22,559

固定負債

長期借入金 4,321 4,022

退職給付に係る負債 347 317

その他 2,679 2,636

固定負債合計 7,348 6,976

負債合計 25,435 29,535

純資産の部

株主資本

資本金 5,424 5,424

資本剰余金 5,691 5,691

利益剰余金 24,635 25,033

自己株式 △530 △530

株主資本合計 35,221 35,618

その他の包括利益累計額

その他有価証券評価差額金 1,573 2,048

為替換算調整勘定 15 50

退職給付に係る調整累計額 △15 △17

その他の包括利益累計額合計 1,572 2,081

純資産合計 36,794 37,700

負債純資産合計 62,229 67,236
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(単位：百万円)

前第２四半期連結累計期間
(自　2022年４月１日
　至　2022年９月30日)

当第２四半期連結累計期間
(自　2023年４月１日

　至　2023年９月30日)

売上高 40,750 43,763

売上原価 32,705 35,684

売上総利益 8,045 8,079

販売費及び一般管理費 7,425 7,296

営業利益 620 782

営業外収益

持分法による投資利益 － 16

受取利息及び配当金 23 20

雇用調整助成金 0 －

その他 46 64

営業外収益合計 69 101

営業外費用

支払利息 31 26

持分法による投資損失 5 －

その他 10 10

営業外費用合計 47 37

経常利益 642 847

特別利益

持分変動利益 45 －

投資有価証券売却益 23 －

補助金収入 1 1

特別利益合計 70 1

特別損失

固定資産除却損 0 1

その他 0 －

特別損失合計 0 1

税金等調整前四半期純利益 712 847

法人税等 229 304

四半期純利益 482 542

親会社株主に帰属する四半期純利益 482 542

（２）四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書

（四半期連結損益計算書）

（第２四半期連結累計期間）
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(単位：百万円)

前第２四半期連結累計期間
(自　2022年４月１日
　至　2022年９月30日)

当第２四半期連結累計期間
(自　2023年４月１日

　至　2023年９月30日)

四半期純利益 482 542

その他の包括利益

その他有価証券評価差額金 △64 475

退職給付に係る調整額 1 △2

持分法適用会社に対する持分相当額 401 35

その他の包括利益合計 338 509

四半期包括利益 821 1,051

（内訳）

親会社株主に係る四半期包括利益 821 1,051

（四半期連結包括利益計算書）

（第２四半期連結累計期間）
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(単位：百万円)

前第２四半期連結累計期間
(自　2022年４月１日
　至　2022年９月30日)

当第２四半期連結累計期間
(自　2023年４月１日

　至　2023年９月30日)

営業活動によるキャッシュ・フロー

税金等調整前四半期純利益 712 847

減価償却費 1,387 1,379

引当金の増減額（△は減少） 56 △37

退職給付に係る負債の増減額（△は減少） 9 △30

役員退職慰労引当金の増減額（△は減少） 0 －

受取利息及び受取配当金 △23 △20

支払利息 31 26

投資有価証券売却損益（△は益） △23 －

雇用調整助成金 △0 －

補助金収入 △1 △1

持分変動損益（△は益） △45 －

売上債権の増減額（△は増加） △1,075 △3,542

棚卸資産の増減額（△は増加） △446 △483

仕入債務の増減額（△は減少） 1,772 4,065

未払金の増減額（△は減少） 56 573

その他 △54 498

小計 2,356 3,274

利息及び配当金の受取額 23 20

利息の支払額 △31 △26

補助金等の受取額 2 1

法人税等の支払額又は還付額（△は支払） △30 △112

営業活動によるキャッシュ・フロー 2,319 3,157

投資活動によるキャッシュ・フロー

有形固定資産の取得による支出 △65 △138

無形固定資産の取得による支出 △200 △283

投資有価証券の取得による支出 △11 △5

投資有価証券の売却による収入 83 －

その他 △0 △0

投資活動によるキャッシュ・フロー △193 △427

財務活動によるキャッシュ・フロー

長期借入金の返済による支出 △724 △723

自己株式の取得による支出 － △0

配当金の支払額 △162 △144

割賦債務の返済による支出 △439 △325

その他 △3 △3

財務活動によるキャッシュ・フロー △1,330 △1,198

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） 796 1,531

現金及び現金同等物の期首残高 12,441 12,289

現金及び現金同等物の四半期末残高 13,238 13,820

（３）四半期連結キャッシュ・フロー計算書
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（４）四半期連結財務諸表に関する注記事項

　（継続企業の前提に関する注記）

　　　該当事項はありません。

　（株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記）

　　　該当事項はありません。

　（四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用）

　（税金費用の計算）

　連結子会社における税金費用については、当第２四半期連結会計期間を含む連結会計年度

の税引前当期純利益又は税引前当期純損失に対する税効果会計適用後の実効税率を合理的に

見積り、税引前四半期純利益又は税引前四半期純損失に当該見積実効税率を乗じて計算して

おります。
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（単位：百万円）

報告セグメント

その他
（注１）

合計
調整額
（注２）

四半期連結
損益計算書

計上額
（注３）

調味料・
加工食品

事業

総菜関連
事業等

計

売上高

外部顧客への売上高 31,651 8,608 40,260 489 40,750 － 40,750

セグメント間の

内部売上高又は振替高
525 3,789 4,315 － 4,315 △4,315 －

計 32,177 12,398 44,575 489 45,065 △4,315 40,750

セグメント利益 275 376 651 6 657 △15 642

（単位：百万円）

報告セグメント

その他
（注１）

合計
調整額
（注２）

四半期連結
損益計算書

計上額
（注３）

調味料・
加工食品

事業

総菜関連
事業等

計

売上高

外部顧客への売上高 34,220 9,090 43,310 453 43,763 － 43,763

セグメント間の

内部売上高又は振替高
504 3,552 4,056 － 4,056 △4,056 －

計 34,724 12,642 47,367 453 47,820 △4,056 43,763

セグメント利益 392 451 843 15 859 △12 847

（セグメント情報）

Ⅰ　前第２四半期連結累計期間（自　2022年４月１日　至　2022年９月30日）

報告セグメントごとの売上高及び利益の金額に関する情報

(注)１．「その他」の区分は、報告セグメントに含まれない事業セグメントであり、ショップ事業、海外事業を含んで

おります。

２．セグメント利益の調整額△15百万円は、セグメント間取引消去によるものであります。

３．セグメント利益は、四半期連結損益計算書の経常利益と調整を行っております。

Ⅱ　当第２四半期連結累計期間（自　2023年４月１日　至　2023年９月30日）

報告セグメントごとの売上高及び利益の金額に関する情報

(注)１．「その他」の区分は、報告セグメントに含まれない事業セグメントであり、ショップ事業、海外事業を含んで

おります。

２．セグメント利益の調整額△12百万円は、セグメント間取引消去によるものであります。

３．セグメント利益は、四半期連結損益計算書の経常利益と調整を行っております。
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報告セグメント

その他

（注）
合計調味料・

加工食品

事業

総菜関連

事業等
計

サラダ・総菜類 8,699 － 8,699 － 8,699

タマゴ加工品 10,767 － 10,767 － 10,767

マヨネーズ・ドレッシング類 11,598 － 11,598 － 11,598

フレッシュサラダ・和惣菜等 － 8,608 8,608 － 8,608

その他 586 － 586 489 1,076

外部顧客への売上高 31,651 8,608 40,260 489 40,750

報告セグメント

その他

（注）
合計調味料・

加工食品

事業

総菜関連

事業等
計

サラダ・総菜類 10,888 － 10,888 － 10,888

タマゴ加工品 8,951 － 8,951 － 8,951

マヨネーズ・ドレッシング類 13,654 － 13,654 － 13,654

フレッシュサラダ・和惣菜等 － 9,090 9,090 － 9,090

その他 725 － 725 453 1,178

外部顧客への売上高 34,220 9,090 43,310 453 43,763

（収益認識関係）

　顧客との契約から生じる収益を分解した情報

当社グループの売上高は、顧客との契約から生じる収益であり、当社グループの報告セグメントを

財又はサービスの種類別に分解した場合の内訳は、以下のとおりであります。

前第２四半期連結累計期間（自 2022年４月１日 至 2022年９月30日）

（単位：百万円）

(注)「その他」の区分は、報告セグメントに含まれない事業セグメントであり、ショップ事業の売上高を表しておりま

す。

当第２四半期連結累計期間（自 2023年４月１日 至 2023年９月30日）

（単位：百万円）

(注)「その他」の区分は、報告セグメントに含まれない事業セグメントであり、ショップ事業の売上高を表しておりま

す。
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